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①職場単位の活動

②複数の職場が連携した活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動

酒本　正彦

取り組種別 問題解決型

酒本　正彦（介護支援専門員）

髙橋　ひろみ

阿部　まなみ 看護師

渡部　峯子 看護師

相澤　久美子 看護師

介護支援専門員

理学療法士佐竹　啓

佐々木　寿 作業療法士

看護師

石井　和也

加藤　優弥

佐藤　俊之

令和5年12月～　令和6年6月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）訪問看護・在宅ケア（訪問介護）の訪問車（アルト）６３台の事故で生じる修理代

（目標値）１ヶ月あたり７万円以下にする
2022・2023年の２年間で訪問看護・在宅ケアの訪問車の事故で生じた１ヶ月の修理代の平均は１５万５４４４円
活動により５０％以上抑えることを目標に設定

①車両事故防止に関する動画を作成して職員が視聴する
②駐車の実技チェックを行い、 現状の運転技術の確認を行う
③訪問車運転日報に点検項目を追加して安全運転への心がけや車両の異常・故障が事故要因になる事への
意識付けを図る

（実施前）2022年：事故件数15件（1.25件/月）　修理代総額1,380,141円（約11万5012円/月）
　　　　　　2023年：事故件数11件（0.92件/月）　修理代総額2,350,507円（約19万5876円/月）
（実施後）2024年（1～5月）：事故件数4件（0.80件/月）　修理代総額0円（0円/月）

■乗車前の点検実施シートを全職員が毎朝車両で安全運転をする為に項目に沿って確認してゆく
■安全運転動画を全職員が空いている時間にiPad・ＰＣで安全運転をする為に動画視聴する
■交通安全の呼びかけをＴＱＭメンバーが会議や朝礼の場で事務所・ＬＩＮＥＷＯＲＫＳ上で事故発生防止の意
識向上の為呼びかける

ひまわり在宅サポートグループ

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

①診療部門

②支援部門

③管理部門

介護福祉士

総務

リーダー名
（職種）

回

活動期間
作業療法士

理学療法士

阿佐野　佳奈 医事

演題名 訪問車の事故にて生じる修理代の削減

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

訪問看護・在宅ケア（訪問介護）の業務において訪問車（社有車：スズキ・アルト）が63台あり、使用する職員が
71名いる。
車両事故を防止することで修理代を抑え、経費削減に繋げる。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 8

佐々木　恵太 理学療法士

佐藤　敦 総務

櫻井　厚子

（ささき　ひさし）

佐々木　寿　（作業療法士）

（しゅうりだいにもほどがある）

修理代にもほどがある！

施設名



【テーマ選定】

【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】



【要因解析】 【対策の立案】

【対策の実施】

【効果の確認】



【標準管と管理の定着】

【今後の反省と課題】


